
（6年 1月分）

１．生鮮食料品等の市況 富山中央青果株式会社

         （１）市況の概要 ※．入荷数量＝t  比＝％ 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

98% 96%
101% 93%

86% 108%
63% 95%

（２） 主要品目の市況 ※．入荷数量＝t 平均単価＝円

前年同月比  kg当り 前年同月比  

前月比 平均単価 前月比

133% 97%

105% 114%

78% 105%

82% 102%

102% 93%

83% 104%

105% 97%

116% 103%

124% 162%

150% 96%

101% 111%

44% 108%

30% 128%

7000% 88%

38% 155%

89% 138%

80% 108%

165% 72%

101% 104%

97% 104%

２． 取扱品目の卸売実績 (金額：税込み）

受託 買付 計 受託

一般野菜 794,961 748,991 1,543,952 239,369,457

加工野菜 0

花き

その他

冷凍食品

計 794,961 748,991 1,543,952 239,369,457

一般果実 313,105 485,425 798,530 150,684,446

加工果実 0

その他

冷凍食品

計 313,105 485,425 798,530 150,684,446

1,108,066 1,234,415 2,342,481 390,053,903合計 307,469,080 697,522,983

果
 
 

実

144,119,825

144,119,825 294,804,271

163,349,255

294,804,271

402,718,712

0

 種       類
数  量 （ｋｇ） 金額（円）

買付 計

野
 
 

菜

163,349,255 402,718,712

0

1,662

バナナ
国産果実の入荷減と地震の影響もあり需要が伸びた。レギュラーは順調に入荷
しているがハイランドは減少傾向。 272 200

実
いちご

数量減、単価高で推移したが２番果のピークが寒さの影響で遅れ、２月上旬に
ピークがくる予定。 33

290

サンふじ
青森県での年明け在庫が過去１番で少なく輸出等も多い事から高単価で推移。

17 451

果
いよかん

今期は小玉傾向等で、数量的には少なく、高単価で推移。
7

みかん
和歌山県産中心の入荷、売れ行き好調。高単価で推移。

284 307

たまねぎ
1月中旬頃から年内販売開始。Lサイズ中心の流れ。高値基調のため荷動きが
鈍い。雪の影響でのコンテナ乱れがなく安定入荷。 397 172

菜
きゅうり

高知中心販売、１２月の好天から前進気味の出荷で下旬には寒波による減少。
１月に入り気温は暖かいが日射量少なく、集荷は微減で推移した。また震災によ
る業務需要、一部量販の動き鈍く落ち着いた荷動きとなった。

65 426

106

130

愛知県産中心の販売。温暖につき単価安、出荷安定。大玉傾向の販売。
今年は全体的に前進出荷の為、後半の販売に注意。 146 85キャベツ

主 要 品 目 市  況  の  概  要 入荷数量

野
にんじん

愛知県産中心の販売。Lサイズ中心の流れ。安定入荷、安定価格
62

だいこん
鹿児島産中心の販売。２Ｌサイズの割合が高く豊作傾向。千葉県産、神奈川県
産と比較、鹿児島産は全体の数量も多く、価格も安定。 145

果
実

　主力品目である、みかん・リンゴ・イチゴの出荷量不足から、数量減・単価高で推移した。みかんは和歌山中心の販売
で、単価高でも販売は好調であった。イチゴは１番果から２番果の切替の時期で引合い強かった。リンゴ類は前年に比べ
貯蔵量が少なく、依然と高値が続いた。

799 342

242

月 間 市 況 等 報 告 集 計 表

種類 市  況  の  概  要 入荷数量

1,544

野
菜

　昨年より温暖な気候が続いている為、生育順調な事から前進出荷となっている品目が多かった。トマトは年末年始の流
通在庫が多く、出荷も潤沢だったことで上旬の荷動きは極めて鈍かった。長ネギは年末に相場が上昇したものの、順調に
入荷して相場反落。玉ねぎは静岡産の新物が出始め、これまでの温暖な気候から生育良く潤沢な出回りに。一方で北海
道産は前年の不作が響き少ない出回りで高値維持。


